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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，軽度認知障害（MCI）からのリバートを促進する包括的な役割・環
境支援プログラムを開発することを目的とした．初回調査の対象者は73名で正常域，予防（MCI）域，認知症域
における一元配置分散分析の結果，教育歴，FAI合計，過去の役割遂行の数に有意な差（p<.05）があった．この
予防域の対象者を18か月間追跡した結果，7名が正常域にリバートし，8名が予防域を維持した．正常域と予防域
の間に有意な差はなかったが，身体活動量のエクササイズ（g=.766）と高強度活動時間（g=.933），相互交流環
境（g=.715）の効果量が大きく，効果的なプログラムを開発するための要因になると考えられる．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study project was to develop a comprehensive role and 
environmental support program to promote reversion from mild cognitive impairment (MCI) to the 
normal state. There were 73 subjects in the initial survey, and a significant difference (p<.05) was
 recognized in the educational background, total FAI and the number of past role performance as a 
result of one-way analysis of variance in the normal range, preventive (MCI) range and dementia 
range. As a result of follow-up with the subjects in the preventive range for 18 months, seven 
subjects reverted to the normal range and eight subjects remained in the preventive range. Although 
no significant difference was recognized between the normal range and the preventive range, the 
effect size of exercise (g=.766) and highly intensive activity time (g=.933) as physical activity as
 well as of interactive environment (g=.715) was significant and they may be considered as possible 
factors to develop effective programs.

研究分野： 作業療法学，医療社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究代表者らは，軽度認知障害（MCI）からのリバート因子となる余暇活動や社会参加，すなわち役割遂行を支
援するためには，環境要因への介入も重要であることが見いだした．しかし，MCIがある高齢者において，どの
ような役割遂行や環境要因が正常状態へのリバートを促進するかは明らかにされていない．そこで本研究では，
包括的な支援方法を開発するための要因を明らかにした．
この研究成果は，運動や認知課題を用いる従来の認知症予防法に新しいプログラムを加えることを可能とし，
MCI状態からのリバートを促進する可能性が高まるという点で，わが国の地域包括ケアシステムにおける介護予
防を促進する大きな意義をもたらすものである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1)認知症予防における余暇活動と社会参加 
わが国では，軽度認知障害（Mild Cognitive Impairment：MCI）の高齢者が，400 万人以上い

ると推定されている．MCI がある者は，1 年で 10％前後が認知症に移行するが，Shimada ら 1)に
よると，MCI がある者の 43.7％が 4年後の調査で正常状態に回復（リバート）していたことが報
告されている．したがって，MCI から認知症に移行させない支援がきわめて有効な対策となる． 
MCI 状態からのリバートを促進するためには，高血圧，糖尿病などの危険因子に対処し，予防

因子に働きかける必要がある．認知症予防には，適度な運動や認知訓練と運動の併用が有効とさ
れ，食事因子や余暇活動と社会参加の実施状況も影響することが示されているが，余暇活動と社
会参加は定義が明確ではなく，介入するための具体的な知見が得られていない． 
 
 (2)役割遂行と環境要因の重要性 
そこで研究代表者らは，Scott ら 2)による Role 

Checklist version 3（RCv3）を用い，余暇活動と社会参
加を 10 種類の習慣化された役割遂行（表 1）として捉え，
要介護等高齢者 335 名を調査した．その結果，役割遂行
は環境要因の影響を受けて健康関連 QOL を高めるという
因果関係が明らかとなった 3)． 
この研究を通して，MCI からのリバート因子となる余

暇活動や社会参加，すなわち役割遂行を支援するために
は，環境要因への介入も重要であることが見いだされ
た．しかし，MCI がある高齢者において，どのような役
割遂行や環境要因が正常状態へのリバートを促進する
かは明らかにされていない． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，MCI から正常状態への回復（リバート）を促進する包括的な役割・環境支援プロ

グラムを開発することを目的とする．具体的には，横断調査により，MCI・正常状態・認知症高
齢者間の役割遂行や環境要因，身体活動量の違いを明らかにする．また，MCI 群を追跡調査し，
認知機能や役割遂行，環境要因，身体活動量の経時的変化を検討することで，MCI からのリバー
ト因子を明確にする． 
 
３．研究の方法 
 
(1)対象 
シルバー人材センターや老人大学，あるいは介護保険の居宅サービス，介護予防・日常生活支

援総合事業の利用者で，要介護 1以上の認定を受けた者を除く高齢者とした． 
 
(2)調査内容 
①基本的・医学的情報 
 ・年齢，性別，診断名・障害名，BMI  
 ・居住形態，婚姻状況，教育歴 
 ・要介護認定，利用開始日，利用サービスの種類 
 ・喫煙，飲酒，運動習慣 
 ・生活関連動作能力：Frenchay Activities Index（FAI）4) 
 
②物忘れ相談プログラム MSP-1100（日本光電工業株式会社） 
タッチパネル PC を用いた簡易スクリーニングテストの物忘れ相談プログラムを実施した．対
象者には，世界標準の評価スケールである ADAS をタッチパネル用に改変した TDAS プログラム
（物忘れ相談プログラムオプション）5)を実施し，正常域（0〜6点），MCI の多くの者が含まれる
予防域（7〜13点），認知症域（14点以上）のいずれに相当するか判定した． 
 
③身体活動量計 Lifecoder GS（株式会社スズケン） 
加速度センサーにより身体活動データを記録する Lifecoder GS を使用し，7日間の運動量，
歩数，エクササイズ（METs×時間），総消費量などを記録した．Lifecoder GS は，歩数カウント
の正確性，およびエネルギー消費量評価の有効性が示されている．測定結果は専用ソフトウェア
の Lifelyzer 05 Coach を用いて処理し，データベース化した． 

表 1 役割遂行の種類 

学生 労働者 

ボランティア 養育者 

家庭維持 友人 

家族の一員 宗教参加 

趣味愛好者 組織への参加 



 

 

 
④役割遂行 
「あなたの役割について」とし，対象者の 10 種類の役割に関して，過去，現在，将来の役割

遂行の有無を調査した．RCv3 は質問 1 から質問 3までで構成されているが，今回は質問 1 のみ
を調査した． 
 
⑤包括的環境要因調査票簡易版（CEQ-SF） 
包括的環境要因調査票（Comprehensive Environmental Questionnaire：CEQ）6)は，在宅高齢

者の QOL に影響する環境要因を包括的に調査するものである．質問 1 は，安心生活環境（6 項
目），相互交流環境（6 項目），家族環境（2項目）の 3因子 14項目で構成され，「まったくない」
から「十分ある」の 4件法で評定するものである．質問 2 では，対象者が満足した生活を送るた
めに今より変えたい環境を最大 3 項目選択するが，今回は質問 1 のみを調査するために包括的
環境要因調査票簡易版（CEQ-SF）を用いた． 
 
(3)分析 
TDAS プログラムの結果から，対象者を正常域，予防域（MCI相当），認知症域にカテゴライズ

し，役割遂行や環境要因，身体活動量に違いがあるのか，分散分析や多重比較などを用いて検討
した． 
また，予防域を 18か月間，追跡調査して対象者をリバート群，維持群，コンバート群にカテ
ゴライズし，役割遂行や環境要因，身体活動量に違いがあるのか，分散分析や多重比較などを用
い，リバート因子を検討した． 
 
４．研究成果 
 
(1) MCI・正常状態・認知症高齢者間の役割遂行や環境要因，身体活動量の比較 
本研究では 73 名の対象者が得られ，内訳は男性 18名，女性 55 名，平均年齢は 80.6±7.9 歳

であった．また，TDAS プログラムの結果より，正常域 31 名，予防域 21 名，認知症域 21 名にカ
テゴライズされた．一元配置分散分析の結果（表 2）では，年齢（p<.01），教育歴（p<.05），FAI
合計（p<.05），過去の役割遂行の数（p<.05）に有意な差が認められた．これらの多重比較
（Bonferroni法）による分析（表 2）では，年齢で正常域と予防域（p<.01），正常域と認知症域
（p<.01），FAI合計で正常域と認知症域（p<.05），予防域と認知症域（p<.05），過去（3 か月以
前）の役割遂行の数で正常域と認知症域（p<.05）の群間に有意な差があった． 
 

表 2 一元配置分散分析と多重比較の結果 

 正常域 

(n=31) 

予防域 

(n=21) 

認知症域 

(n=21) 
全体 p 

年齢 （歳） 76.2±8.0 84.0±4.2 83.6±7.8 80.6±7.9 .000** 

教育歴 （年） 11.7±2.3 10.3±2.0 10.4±2.2 10.9±2.3 .037* 

FAI合計 21.5±7.5 23.0±6.0 16.6±7.0 20.5±7.3 .011* 

役割遂行の数 

＜過去＞ 

9.2±1.0 8.9±1.3 8.2±1.4 8.8±1.3 .023* 

**p<.01，*p<.05 

 
(2) MCI 状態の高齢者における経時的変化とリバート因子の検討 
予防域の対象者は 21 名であった．これらの対象者を 18か月間，追跡した結果，15 名からデ

ータが得られ，内訳は男性 1名，女性 14 名，初回調査時の平均年齢は 80.6±7.9 歳であった．
このうち，正常域にリバートした者（リバート群）が 7名，予防域を維持した者（維持群）が 8
名となった．認知症域にコンバートした者はいなかった．統計学的な分析では，リバート群と維
持群の間に有意な差は認められなかったが，効果量（Hedges’g）を比較すると，身体活動量の
エクササイズ（g=.766）と高強度活動時間（g=.933），CEQ-SFの相互交流環境（g=.715）が大き
かった． 
以上のことから，MCI から正常状態への回復（リバート）を促進する包括的な役割・環境支援

プログラムを開発するためには，役割遂行の数を維持することに加え，相互交流環境の支援に着
目することが重要であると考えられる． 
 

** 
** 

* 
* 
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